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８
月
24
日
㈬
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会

と
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
県
内
４
支
店

（
広
島
・
尾
道
・
福
山
・
呉
）
が
「
事
業

承
継
支
援
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
、

連
携
ス
キ
ー
ム
「
"
つ
ぐ
活
"
サ
ポ
ー
ト

広
島
」
を
構
築
し
ま
し
た
。
締
結
式
に
は

令
和
４
年
９
月
12
日
㈪
、
広
島
国
際
会

議
場
に
て
﹃
広
島
県
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
条
例
に
係
る
広
島
県
と
の
個
別

会
議
﹄
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
平
成
29
年
10
月
に
制

定
・
施
行
さ
れ
た
広
島
県
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
条
例
（
広
島
県
条
例
第
36

号
）
に
基
づ
き
、「
広
島
県
経
済
の
発
展

及
び
地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
、
小
規
模

企
業
を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企
業
の
進
行

が
不
可
欠
で
あ
り
、
多
く
の
関
係
者
が
連

携
及
び
協
力
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
の
持
続
及
び
成
長
に
向
け
た
取
組
を
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
観
点
か
ら
、

広
島
県
商
工
労
働
局
が
中
小
企
業
支
援
団

体
等
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
の
会
議

と
し
て
、
平
成
30
年
度
よ
り
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

初
め
に
、
広
島
県
商
工
労
働
局
よ
り
令

和
４
年
度
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

興
施
策
及
び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
対

策
に
係
る
支
援
施
策
等
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
か
ら

次
の
項
目
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

〈
広
島
県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
に
係
る
要
望
等
〉

Ⅰ
．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展

１
.
社
会
情
勢
に
よ
り
影
響
を
受
け
て

広
島
県
中
小
企
業・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
に
係
る

広
島
県
と
の
個
別
会
議

広
島
県
中
小
企
業・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
に
係
る

広
島
県
と
の
個
別
会
議

開
催

い
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
対
策

　
　

①
資
金
繰
り
、
融
資
制
度
へ
の
柔
軟

な
対
応

　
　

②
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
支
援
策
の
拡
充

　
　

③
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
事
業
者
へ
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
創
設

　
　

④
商
工
会
地
域
の
Ｄ
Ｘ
化
推
進
に
向

け
た
支
援
に
つ
い
て

　
　

⑤
事
業
承
継
の
促
進
支
援
策
の
拡
充

と
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
に
つ
い
て

　
　

⑥
地
方
で
の
創
業
、
就
業
支
援
策

　
　

⑦
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
へ
の
継
続
支

援
に
つ
い
て

　
　

⑧
補
助
金
、
助
成
金
等
に
係
る
申
請

や
事
業
報
告
の
簡
略
化
並
び
に
給

付
の
迅
速
化

　
　

⑨
伴
走
型
補
助
金
の
交
付
決
定
時
期

の
早
期
化

　
　

⑩
最
低
賃
金
へ
の
対
応

Ⅱ
．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
伴

走
型
の
支
援
体
制
強
化

１
.
伴
走
型
で
中
小
・
小
規
模
事
業
者

を
支
援
す
る
人
員
の
充
実
（
継
続
要

望
）

２
.
中
小
企
業
等
の
総
合
支
援
拠
点
の

整
備
（
継
続
要
望
）

３
.
商
工
会
館
の
防
災
強
化
（
継
続
要

望
）

そ
の
後
の
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
で
は
、

来
年
広
島
に
て
開
催
さ
れ
る
サ
ミ
ッ
ト
を

き
っ
か
け
と
し
た
観
光
振
興
や
県
産
品
の

情
報
発
信
な
ど
の
継
続
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に
よ
り
地
域

経
済
が
疲
弊
す
る
中
、
現
状
の
問
題
や
課

題
を
県
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、
支
援
策

の
要
望
が
で
き
た
非
常
に
意
義
深
い
会
議

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
商
工
会
及
び

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
声
を
伝
え
て
い

く
場
と
し
て
、
次
年
度
以
降
も
開
催
し
て

い
く
予
定
で
す
。

広島県中小企業・小規模振興条例個別会議

■お申し込み・お問い合わせは ■共済引受組合

県内34商工会
広島県商工会連合会

共済掛金
月々2,000円

事業所の福利厚生に最適 病気・ケガの両方に備える

県
連

「
事
業
承
継
支
援
に
関
す
る

連
携
協
定
締
結
式
」を
実
施

「
事
業
承
継
支
援
に
関
す
る

連
携
協
定
締
結
式
」を
実
施

後
継
者
が
い
な
い
事
業
者
と

事
業
拡
大
や
創
業
等
を
考
え
て
い
る
人
を

マッ
チ
ン
グ
す
る
画
期
的
な
連
携
ス
キ
ー
ム
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タ
を
一
体
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
不
可
欠
な
事
業
を
次
世
代
へ
と
繋
ぐ
効

果
的
な
事
業
承
継
支
援
が
可
能
に
な
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

こ
の
覚
書
を
締
結
す
る
動
き
は
、
全
国

商
工
会
連
合
会
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
が

５
月
31
日
に
覚
書
を
締
結
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
産
業
を
守
り
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち

の
生
活
を
守
る
こ
と
で
地
域
の
衰
退
を
防

ぎ
た
い
。
当
会
も
こ
れ
を
機
に
「
地
域
の

思
い
を
次
世
代
に
繋
ぐ
架
け
橋
」と
し
て
、

事
業
承
継
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

覚書を締結した広島県商工会連合会の平田会長（左）と
日本政策金融公庫広島支店の斉藤支店長（右）

｢商工会報SHOKO｣広告案（県商工会連合会）

本 所 ℡（082）228-5501
呉 支 所 ℡（0823）21-9281
福山支所 ℡（084）923-4893
備北支所 ℡（0824）62-3917 （協会HP）

県内商工会の会員様向けの保証制度です。

限 度 額 ５００万円以内（別途要件あり）

保証料率 年０．４５％～１．９０％（別途割引あり）

資金使途 運転資金、設備資金

保証期間 ７年以内（据置期間６か月以内を含む）

担 保 原則不要

保 証 人 法人代表者を除き原則不要

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
令
和
４
年

８
月
～
令
和
４
年
９
月
に
か
け
、
３
回
の

日
程
に
分
け
て
﹃
令
和
４
年
度

事
業
承

継
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
＆
座
談
会
﹄
を

当
会
の
平
田
圭
司
会
長
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
広
島
支
店
の
斉
藤
卓
也
支
店
長
が
出

席
。連
携
協
定
書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

後
継
者
不
在
や
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
休
業
・
廃
業
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
は
県
内
34
商

工
会
が
会
員
事
業
所
等
の
中
か
ら
、
後
継

者
が
い
な
い
等
の
理
由
で
﹃
事
業
を
譲
り

渡
し
た
い
事
業
者
﹄
を
掘
り
起
こ
し
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
が
全
国
１
５
２
支
店
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
の
機
能
等
を
活
用
し
て
﹃
事
業
拡
大

や
創
業
な
ど
に
向
け
て
事
業
を
譲
り
受
け

た
い
人
﹄を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
シ
ス
テ
ム
。

ま
た
、
マ
ッ
チ
ン
グ
後
も
、
伴
走
型
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

締
結
式
の
挨
拶
で
平
田
会
長
は
「
経
営

者
の
高
齢
化
の
進
展
に
加
え
、
２
年
以
上

に
渡
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
、
急
激
な
円
安
を
背
景
と
し
た
原
材

料
費
・
原
油
価
格
の
大
幅
な
高
騰
等
の
影

響
か
ら
、
や
む
を
え
ず
、
廃
業
を
検
討
す

る
会
員
事
業
者
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

す
。
地
域
に
事
業
を
残
し
て
い
く
事
業
承

継
支
援
は
、
そ
の
必
要
性
が
一
層
高
ま
っ

て
お
り
、私
た
ち
商
工
会
組
織
に
と
っ
て
、

さ
ら
に
注
力
し
て
取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の

課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
力
を
込
め

ま
し
た
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
斉
藤
支
店
長
も

「
近
年
は
都
市
部
か
ら
地
方
へ
移
住
し
て

く
る
比
較
的
若
い
年
代
の
人
た
ち
が
、
後

継
者
の
い
な
い
地
元
企
業
の
基
盤
を
引
き

継
い
で
創
業
す
る
ケ
ー
ス
も
確
実
に
増
え

て
い
ま
す
。
今
回
の
覚
書
締
結
に
よ
り
、
各

商
工
会
が
有
す
る
会
員
企
業
や
地
域
特
有

の
情
報
と
、
公
庫
が
蓄
積
し
て
き
た
デ
ー

事
業
承
継

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
８

月
22
日
㈪
に
後
継
者
向
け
、
８
月
29
日
㈪

に
現
経
営
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
行
い
、
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
考

え
た
事
業
の
成
り
立
ち
や
思
い
描
く
将
来

像
を
人
に
伝
え
ら
れ
る
形
で
整
理
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
９
月

１
日
㈭
、
９
月
13
日
㈫
、
９
月
14
日
㈬
の

中
の
希
望
の
日
程
で
現
経
営
者
と
後
継
者

が
一
緒
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、
互
い
の
想

い
を
伝
え
あ
う
座
談
会
形
式
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
、
講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

担
当
す
る
事
業
構
想
修
士
の
平
岡
誠
司

氏
。
平
岡
氏
は
自
身
も
２
代
目
と
し
て
家

業
の
事
業
承
継
を
行
っ
た
経
験
が
あ
り
、

そ
の
と
き
の
苦
労
話
も
交
え
な
が
ら
、

「
自
身
の
理
想
と
す
る
ゴ
ー
ル
か
ら
逆
算

し
て
今
行
う
べ
き
行
動
を
考
え
る
こ
と
で

現
状
の
課
題
が
明
確
化
で
き
る
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
現
経
営
者

と
後
継
者
と
も
に
会
社
の
こ
と
、
自
分
自

身
の
こ
と
に
真
剣
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

講
師
の
用
意
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
を
落
と
し
込
ん
で
い
ま
し

た
。座

談
会
で
は
、
互
い
が
真
剣
に
考
え
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
意
見
が
ぶ
つ
か
り
合
う

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
講
師
や
各
商
工
会

の
経
営
指
導
員
が
間
に
入
る
こ
と
で
、
冷

静
な
意
見
交
換
と
な
り
、
経
営
状
況
の
共

有
等
事
業
承
継
の
第
一
歩
に
向
け
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
が
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
県
連
に
よ
る
事
業
承
継
専
門
家

派
遣
や
各
商
工
会
の
伴
走
支
援
に
よ
り
円

滑
な
事
業
承
継
に
向
け
て
一
歩
ず
つ
進
ん

で
い
く
事
と
な
り
ま
す
。
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９
月
５
日
㈪
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
広
島
に
て
﹃
令
和
４
年
度
中
国
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
会
広
島

大
会
﹄
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
延
期
や
開
催
方
法
の
変
更
が
続
き
、
リ

ア
ル
開
催
さ
れ
た
の
は
３
年
ぶ
り
で
す
。

今
回
は
現
地
で
の
参
加
人
数
に
制
限
を
設

け
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
も
行
い

ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
広
島
県
女
性
連
松
井
美

椰
子
会
長
が
開
会
宣
言
を
行
っ
た
の
ち
、

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
連
合

会
連
絡
協
議
会
青
木
由
紀
子
会
長
が
主
催

者
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
参
議
院
議
員
の
越
智
俊
之

議
員
、
中
国
経
済
産
業
局
の
青
木
朋
人
局

長
、
広
島
県
の
湯
﨑
英
彦
県
知
事
、
広
島

市
の
津
村
浩
経
済
観
光
局
長
、
全
国
商
工

会
女
性
部
連
合
会
の
竹
中
仁
美
会
長
、
広

島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
上
田
竜
也

会
長
が
出
席
さ
れ
祝
辞
と
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
「
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
女
性
部
主
張
発
表
大
会
」
で
広
島
県
代

表
の
眞
野
順
子
さ
ん
（
上
下
町
商
工
会
女

性
部
）
を
は
じ
め
と
す
る
各
県
の
代
表
９

名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
個
性
を
活
か
し

た
主
張
発
表
を
行
い
、
聞
き
手
を
魅
了
し

ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、
岡
山
県
代

表
の
細
井
紀
子
さ
ん
。﹃
女
性
部
活
動
と

地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
～
次
世
代
に
住

み
や
す
い
環
境
と
明
る
い
未
来
を
！
「
女

性
部
が
で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
～
﹄
を
テ
ー

☎（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

☎（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

☎（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

☎（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

☎（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

☎（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七
七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

県
女
性
連

中
国・四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部

交
流
会
広
島
大
会
」開
催

中
国・四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部

交
流
会
広
島
大
会
」開
催

９
県
か
ら
３
１
５
名
の
女
性
部
員
が
参
加
。

３
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催
で
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
る

令
和
４
年
度

マ
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
環
境
問
題
を

自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
女
性
部

活
動
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
す
ま
で
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
披
露
。
堂
々
と
し
た
口
調
で

力
強
く
会
場
に
語
り
掛
け
、
人
々
を
惹
き

つ
け
ま
し
た
。

開会宣言をする松井美椰子広島県商工会女性部連合会長 祝辞を述べられる越智俊之議員

優秀賞に輝いた広島県代表の眞野順子さんと上下町商工会
女性部の皆さん

堂 と々発表される広島県代表の眞野順子さん
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広島支店（法人営業部）

国内・海外旅行はもとより、教育旅行、地域交流ビジネス、イベントの運営まで、ＪＴＢは幅広
くサポート致します。

私たちのフィールドは、移動・宿泊・食事・観光のすべてが織り成す「交流文化産業」です。

人が動けば、ご相談下さい。
ＪＴＢ 広島支店がお手伝い致します｡

㈱ＪＴＢ

９
月
29
日
㈭
、
県
女
性
連
の
役
員
12
名

が
、
平
和
記
念
公
園
を
訪
れ
、﹃
原
爆
の

子
の
像
に
千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
﹄
を
実

施
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
平
成
７
年
に

広
島
で
開
催
し
た
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

交
流
会
に
お
い
て
、
平
和
記
念
公
園
の

「
原
爆
の
子
の
像
」
へ
千
羽
鶴

を
捧
げ
た
の
が
始
ま
り
で
、

平
成
７
年
以
降
、
毎
年
欠
か

す
こ
と
な
く
実
施
し
て
い
る

事
業
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も

関
わ
ら
ず
、
広
島
県
内
商
工

会
女
性
部
と
中
国
地
方
・
四

国
地
方
８
県
の
女
性
部
員
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

今
年
も
４
万
５
千
羽
の
折
り

鶴
が
集
ま
り
ま
し
た
。
想
い

の
こ
も
っ
た
千
羽
鶴
を
大
切

に
抱
え
な
が
ら
、
一
束
ず
つ

丁
寧
に
折
り
鶴
ブ
ー
ス
に
吊

る
し
て
い
き
ま
し
た
。

奉
納
を
終
え
た
松
井
会
長

は
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

県
内
外
の
多
く
の
女
性
部
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

沢
山
の
折
り
鶴
が
届
き
ま
し

た
。
今
回
は
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流

会
で
も
展
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
改
め
て
、
こ
の
事
業
が
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
部
の
皆
様
と

の
共
同
事
業
で
あ
る
と
い
う
認
識
と
と
も

に
、
皆
様
の
代
表
と
し
て
、
世
界
の
平
和

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

を
祈
り
な
が
ら
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
県
女
性
連
で
は
、
今
後
も
折
り
鶴

奉
納
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定
で

す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
県
内
外
の
多
く

の
女
性
部
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

今
年
度
も
本
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
県
女
性
連
で
は
次
年
度
以
降

も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
平
和
へ
の
祈
り
を

届
け
て
い
き
ま
す
。

県女性連役員12名が原爆の子の像を訪れ
ました

４万５千羽の千羽鶴を一束一束、丁寧に
奉納しました

ま
た
、
広
島
県
代
表
の
眞
野
順
子
さ
ん

は
上
下
町
商
工
会
女
性
部
で
取
り
組
ん
だ

「
上
下
野
草
そ
る
と
」
の
商
品
開
発
に
つ

い
て
発
表
し
、優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

講
評
で
審
査
員
長
を
務
め
た
株
式
会
社

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ワ
イ
ズ
の
三
宅
曜
子

氏
は
、「
素
晴
ら
し
い
発
表
ば
か
り
で
審

査
に
大
変
苦
慮
し
ま
し
た
。」
と
話
し
、

印
象
に
残
っ
た
言
葉
に
高
知
県
代
表
の
戸

田
さ
ん
の
「
良
い
も
の
は
足
元
で
光
っ
て

い
る
。」
を
揚
げ
、「
私
に
と
っ
て
も
大
き

な
テ
ー
マ
。
気
づ
き
の
多
い
非
常
に
素
晴

ら
し
い
大
会
で
し
た
。」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
岡
山
県
代

表
の
細
井
さ
ん
は
受
賞
者
の
挨
拶
で
「
今

日
が
終
わ
れ
ば
解
放
さ
れ
る
と
思
っ
て
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
へ
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。」と
会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

細
井
さ
ん
は
10
月
25
日
に
宮
城
県
で
開

催
さ
れ
る
主
張
発
表
大
会
全
国
大
会
に
、

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場

さ
れ
ま
す
。

主
張
発
表
大
会
後
に
行
わ
れ
た
講
演
会

に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｃ
Ｖ
専
務
理
事
の

住
岡
健
太
氏
が
講
師
と
し
て
登
場
。「
未

来
へ
の
継
承
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
被
爆
３
世
で
あ
る
住
岡
氏
は

﹃
平
和
﹄
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会

を
提
案
。
平
和
と
は
何
か
と
い
う
基
本
的

な
考
え
方
か
ら
そ
の
考
え
方
を
ど
の
よ
う

に
広
げ
て
い
く
か
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
を
若
者
ら
し
い
新
し

い
視
点
で
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
ま
し
た
。

19
時
か
ら
行
わ
れ
た
懇
親
会
に
も
多
く

の
女
性
部
員
が
参
加
。
次
年
度
開
催
県
で

あ
る
鳥
取
県
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
参
加
者

同
士
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

『
原
爆
の
子
の
像
に

   

千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』を
実
施

『
原
爆
の
子
の
像
に

   

千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』を
実
施

〜
中
国
・
四
国
か
ら
想
い
を
込
め
た

                 

約
４
万
５
千
羽
を
奉
納
〜

県
女
性
連
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広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
７
月

５
日
㈫
、
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て

「
第
28
回
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
広
島

県
大
会
」
及
び
「
令
和
４
年
度
第
２
回
商

工
会
青
年
部
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

主
張
発
表
を
行
っ
た
の
は
、
各
地
域
の
厳

し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
、
芸
南
地
域
代

表
の
岡
田
翔
真
さ
ん
（
宮
島
町
商
工
会
青

年
部
）、
芸
北
地
域
代
表
の
門
出
佳
大
さ

ん
（
北
広
島
町
商
工
会
青
年
部
）、
中
央

地
域
代
表
の
木
原
博
紀
さ
ん
（
黒
瀬
商
工

会
青
年
部
）、
備
南
地
域
代
表
の
近
藤
康

夫
さ
ん
（
神
辺
町
商
工
会
青
年
部
）、
備

北
地
域
代
表
の
池
岡
憲
司
さ
ん
（
東
城
町

商
工
会
青
年
部
）
の
５
名
。
発
表
者
た
ち

は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
青
年
部
活
動
を
通

じ
て
感
じ
た
地
域
へ
の
思
い
、
仲
間
へ
の

思
い
、
家
族
へ
の
思
い
、
こ
れ
か
ら
の
こ

と
に
つ
い
て
精
一
杯
語
り
ま
し
た
。

甲
乙
つ
け
難
い
主
張
発
表
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
中
、
宮
島
町
商
工
会
青
年
部
の
岡

田
翔
真
さ
ん
が
最
優
秀
賞
、
北
広
島
町
商

工
会
青
年
部
の
門
出
佳
大
さ
ん
が
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
審
査
委
員
長
を
務

め
た
中
国
新
聞
社
報
道
セ
ン
タ
ー
経
済
担

当
部
長
の
寿
山
晴
彦
氏
は
、
岡
田
さ
ん
に

つ
い
て
「
表
現
力
が
豊
か
で
、
前
向
き
な

主
張
が
聴
く
人
た
ち
の
心
を
つ
か
ん
だ
。」

と
評
価
し
、「
表
現
力
に
さ
ら
に
磨
き
を

か
け
て
中
四
国
大
会
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
中
四
国
大
会
に

向
け
て
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
と
審
査
結
果
の
間
に
は

「
令
和
４
年
度
第
２
回
商
工
会
青
年
部
研

修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
は
２

部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１
部
で
は
株
式
会

社
ザ
メ
デ
ィ
ア
ジ
ョ
ン
Ｈ
Ｒ
の
高
濱
光

氏
、
川
﨑
竜
太
氏
を
お
招
き
し
、「
採
用

ト
レ
ン
ド
と
定
着
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
」
と
題
し
、
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

昨
今
、
社
会
、
経
済
情
勢
の
変
化
、
人
々

の
価
値
観
の
変
化
な
ど
、
数
年
の
う
ち
に

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
も
の
が
多
く
、
こ

れ
ら
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
優
秀

な
人
材
の
確
保
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
問
題
で
あ
り
、
小
規
模
事
業
者
と
し
て

人
材
採
用
の
手
法
や
ト
レ
ン
ド
に
関
す
る

知
識
の
取
得
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
青

年
部
員
た
ち
は
自
分
た
ち
の
事
業
に
役
立

て
よ
う
と
熱
心
に
講
演
を
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

第
２
部
で
は
広
島
県
商
工
労
働
局
産
業

人
材
課
参
事
の
船
石
博
義
氏
を
お
招
き

し
、
小
規
模
事
業
者
が
利
用
で
き
る
人
材

の
育
成
・
確
保
に
関
す
る
広
島
県
の
各
種

補
助
金
の
説
明
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。主

張
発
表
大
会
閉
会
後
に
は
、
次
期
県

青
連
会
長
に
立
候
補
し
た
県
青
連
監
事
で

五
日
市
商
工
会
青
年
部
長
の
滝
原
雄
太
さ

ん
が
意
思
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
立
候
補

を
決
意
す
る
ま
で
の
想
い
や
青
年
部
へ
の

熱
い
想
い
を
語
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

県
青
連

「
第
28
回
商
工
会
青
年
部

       
主
張
発
表
広
島
県
大
会
」

「
第
28
回
商
工
会
青
年
部

       
主
張
発
表
広
島
県
大
会
」

主
張
発
表
広
島
県
大
会
」

主
張
発
表
広
島
県
大
会
」

主
張
発
表
広
島
県
大
会
」

主
張
発
表
広
島
県
大
会
」

主
張
発
表
広
島
県
大
会
」

主
張
発
表
広
島
県
大
会
」

及
び
及
び
及
び
及
び
及
び
及
び
及
び

「
令
和
４
年
度
第
２
回
商
工
会

            
青
年
部
研
修
会
」開
催

「
令
和
４
年
度
第
２
回
商
工
会

            
青
年
部
研
修
会
」開
催

最優秀賞を受賞した宮島町商工会青年部の岡田翔真さん

研修会講師の株式会社ザメディアジョンHR　高濱光氏、川﨑竜太氏
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ま
た
、
今
年
度
は
様
々
な
切
り
口
で
特

産
品
を
調
査
・
分
析
・
発
信
す
る
"
か
ご

し
ま
特
産
品
研
究
所
"
の
活
動
を
実
施
。

「
か
ご
市
」
の
取
扱
商
品
や
納
入
事
業
者

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
毎
月
発
信

す
る
こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
掲
載
等
に
よ
る

ニ
ー
ズ
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
活
発
な
質
問
や
意
見
交
換

が
お
こ
な
わ
れ
、
各
会
長
の
関
心
度
の
高

さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
担
当
者
同
行
の
も
と
「
か
ご

市
」
を
現
地
視
察
し
、
商
品
陳
列
や
レ
イ

ア
ウ
ト
及
び
売
れ
筋
商
品
の
ポ
ッ
プ
設
置

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

一
行
は
翌
日
、
中
小
企
業
庁
の
「
新
・

が
ん
ば
る
商
店
街
77
選
」
に
選
定
さ
れ
た

宇
宿
商
店

街
振
興
組

合
で
の
研

修
や
仙
厳

園
等
の
視

察
を
お
こ

な
い
、
全

研
修
日
程

を
終
了
し

ま
し
た
。

アプリのダウンロードは
こちらから〈無料〉

スマホポータルアプリのお問い合わせは

0120-811-630
受付時間／7：00～23：00（平日・土日祝）

ヘルプデスク 地域の豊かな未来を共創する

2022年4月1日現在

給
料
振
り
込
み
も

　
　
　
　
コ
コ！

僕
ら
の

メ
イ
ン
銀

メ
イ
ン
銀

メ
イ
ン
銀
行行行
！

給
料
振
り
込
み
も

　
　
　
　
コ
コ！

僕
ら
の

メ
イ
ン
銀
行
！

H59×W179mm

広島県商工会連合会 会報「SHOKO」

もみじ銀行イメージキャラクター
MASATO
MORISHITA

もみじ銀行イメージキャラクター
SHOGO
SAKAKURA

通帳レスもできる便利なスマホアプリ
スマホポータルアプリ

高
陽
町
商
工
会
は
、
令
和
３
年
度
マ
ル

経
に
お
い
て
貸
付
件
数
79
件
、
貸
付
金
額

４
３
５
,
５
０
０
千
円
の
実
績
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
し
て
全
国
で
３

位
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

当
会
で
は
基
本
的
に
利
用
の
し
易
さ
や

金
利
の
面
か
ら
、
ま
ず
は
公
庫
の
利
用
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
１
回
程

度
発
送
し
て
い
る
Ｄ
Ｍ
で
は
、
ほ
ぼ
毎
回

マ
ル
経
制
度
の
ご
案
内
を
し
て
お
り
、
普

段
の
取
り
組
み
か
ら
、
融
資
の
相
談
が
あ

れ
ば
ま
ず
商
工
会
へ
と
の
流
れ
が
出
来
た

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

広
が
り
始
め
て
以
降
は
、
各
種
助
成
金
や

補
助
金
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
マ
ル
経
を
含
め

た
融
資
制
度
を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を
作
成

す
る
等
、
制
度
の
改
正
・
更
新
ご
と
に
内

容
を
修
正
し
積
極
的
に
折
込
み
を
続
け
ま

し
た
。

融
資
に
あ
た
っ
て
は
借
り
入
れ
が
容
易

な
案
件
ば
か
り
で
は
な
く
、
公
庫
の
担
当

者
と
事
前
の
協
議
等
丁
寧
に
連
携
を
進
め

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
が
希
望
す
る
借
入
額
を
推
薦
し

て
あ
げ
た
い
の
は
ヤ
マ
ヤ
マ
で
す
が
、
効

果
的
な
融
資
か
？
返
済
が
苦
し
く
な
ら

な
い
か
？
返
済
期
間
や
据
え
置
き
の
設

定
等
⋮
様
々
な
角
度
か
ら
の
検
討
や
取
り

組
み
を
通
し
て
、
融
資
実
績
を
積
み
上
げ

た
事
業
者
が
増
え
、
次
の
融
資
案
件
へ
と

繋
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
当
初

に
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
長
引
い
て
い
ま

す
が
、
引
き
続
き
、
制
度
の
周
知
に
努
め

な
が
ら
マ
ル
経
制
度
の
利
用
促
進
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

高陽町商工会
日
本
政
策
金
融
公
庫

                    

マ
ル
経
融
資

          （
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
）

日
本
政
策
金
融
公
庫

                    

マ
ル
経
融
資

          （
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
）

日
本
政
策
金
融
公
庫

                    

マ
ル
経
融
資

          （
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
）

令
和
３
年
度

    

融
資
実
績
全
国
第
３
位

高
陽
町
商
工
会

堀
田

良
助

令
和
４
年
10
月
６
日
～
７
日
の
二
日

間
、
商
工
会
長
の
研
修
の
一
環
と
し
て
県

内
22
商
工
会
の
会
長
が
鹿
児
島
県
を
訪
問

し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
商
工
会
長
の
一
層
の
自

己
研
鑽
と
更
な
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
等
に
よ
り
令
和
元
年
度
以
来
の

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
本
年
９
月
７
日
に
23
年
ぶ
り
の
大
幅

な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
「
ひ
ろ
し
ま

夢
ぷ
ら
ざ
」
の
運
営
や
販
路
開
拓
支
援
の

参
考
と
す
る
た
め
、
鹿
児
島
県
商
工
会
連

合
会
が
運
営
す
る
か
ご
し
ま
特
産
品
市
場

「
か
ご
市
」
の
取
組
み
に
つ
い
て
研
修
を

受
け
ま
し
た
。

「
か
ご
市
」
は
、
平
成
26
年
６
月
に
、

｢

地
産
地
販｣

と
「
県
民
に
よ
り
、
県
民

の
モ
ノ
を
、
県
民
の
た
め
に
、
県
内
で
販

売
す
る
店
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
鹿
児
島

市
で
最
も
交
流
人
口
・
消
費
人
口
の
多
い

天
文
館
に
オ
ー
プ
ン
。

令
和
２
年
11
月
か
ら
は
、
広
範
な
販
路

開
拓
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
需
要
が

顕
在
化
し
て
い
る
商
品
を
優
先
的
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
様
々

な
商
品
を
同
梱
し
た
セ
ッ
ト
商
品
の
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

商
工
会
長
一
泊
研
修
会
が

                      

開
催
さ
れ
る

令
和
４
年
度

鹿
児
島
県
連
が
運
営
す
る

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
か
ご
市
」等
を
視
察
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　昭和30年創業。宝利製パン所。
宝利裕之代表。創業当時より子ど
もからお年寄りまで幅広いお客様
に食べていただけるパンづくりが
きっかけで、アンドーナツを開発。
これまで、三原市大和町近隣の道
の駅や山陽自動車道にある高坂PA
や、三原市大和町の「元気まつり」
で大人気のローカルパン。新しく

なったひろしま夢ぷらざの「ベー
カリーコーナー」の目玉商品とし
て販売中で、ひろしま夢ぷらざで
新たに取扱いを始めた県内各地の
こだわりの牛乳等との相性もばっ
ちりで、さらに誰にでも手に取っ
てもらえるように甘さを控えめに
している点や、揚げる油にこだ
わっている点が特徴です。

大和町銘菓 『まぼろしのアンドーナツ』　330円（税込）
火曜日　限定100入荷

夢ぷらざ 推しの逸品！

県
内
各
地
域
の
特
産
品
の
展
示
・
販
売
、

観
光
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発
信

し
て
い
る
市
町
村
情
報
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ろ

し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
が
、
９
月
７
日
㈬
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
日

は
オ
ー
プ
ン
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
酔
心
山
根
本
店
が
提
供
す
る
ふ
る
ま

い
酒
を
先
着
１
０
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

多
く
の
人
が
来
店
し
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
新
た
に
誕
生

し
た
の
は
、
手
作
り
の
お
弁
当
や
お
惣
菜

コ
ー
ナ
ー
。
お
土
産
が
中
心
だ
っ
た
商
品

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
デ
イ
リ
ー
使
い
で
き
る

お
弁
当
、
お
惣
菜
、
パ
ン
や
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
を
加
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
幅
広
い
お

客
さ
ま
の
利
用
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
全
国
で
も
有
数
の
酒
処
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
酒
類
の
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
充
実
。
店
内
奥
の
壁
一
面
を
使
い
、
県

内
31
の
蔵
元
の
日
本
酒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
県
内
産
の
ワ
イ
ン
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
、
リ
キ
ュ
ー
ル
な
ど
を
取
り
揃
え
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
県
内
の
牧
場
か
ら
直
送
さ
れ

る
ミ
ル
ク
を
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を

販
売
。
マ
シ
ー
ン
は
イ
タ
リ
ア
製
の
最
高

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

７
月
22
日
㈮
、
８
月
19
日
㈮
、
広
島
県

商
工
会
連
合
会
は
県
内
の
商
工
会
員
を
は

じ
め
と
す
る
小
規
模
事
業
者
や
「
ひ
ろ
し

ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
に
出
展
す
る
事
業
者
の
食

品
関
連
の
商
品
に
つ
い
て
、
一
般
の
モ
ニ

タ
ー
か
ら
商
品
へ
の
意
見
を
募
る
テ
ス
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

大好評のお弁当・お惣菜コーナー

酒処ならではの品揃え酒コーナー

第
２
回
、第
３
回
テ
ス
ト

        

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
開
催

第
２
回
、第
３
回
テ
ス
ト

        

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
開
催

第
２
回
、第
３
回
テ
ス
ト

        

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
開
催 県連

令
和
４
年
度

消
費
者
の
生
の
声
を
商
品
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
活
か
す
、

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

級
マ
シ
ー
ン
「
カ
ル
ピ
ジ
ャ
ー
ニ
」
を
採

用
。
新
鮮
な
原
材
料
と
最
高
級
の
マ
シ
ー

ン
で
作
る
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
は
格
別
で

す
。
９
月
は
三
次
市
の
あ
せ
ひ
ら
乳
業
の

ミ
ル
ク
、
10
月
に
は
東
広
島
市
豊
栄
町
の

ト
ム
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
の
ミ
ル
ク
が
登

場
。
今
後
は
ほ
ぼ
月
替
わ
り
で
様
々
な
牧

場
の
ミ
ル
ク
が
登
場
し
ま
す
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
商
品
を

新
た
に
追
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
見
え
や

す
い
、
分
か
り
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
人
気
だ
っ

た
店
頭
販
売
や
定
番
商
品
は
残
し
つ
つ
、

新
し
い
魅
力
が
加
わ
っ
た
新
し
い
「
ひ
ろ

し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」。
宝
物
を
探
す
よ
う
な

気
持
ち
で
是
非
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

今
後
も
お
客
様
に
県
内
の
素
晴
ら
し
い

商
品
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
事
業
者

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
と
し
て
、
事
業
者
と

バ
イ
ヤ
ー
を
繋
ぐ
役
割
も
担
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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新型コロナウイルス感染症対策における広島県内商工会の経営支援状況
広島県内34商工会　新型コロナウイルスに係る経営相談状況（2022年9月30日）

　　全体　79,722件

資金繰り相談
7,723
10%

コロナ対策事業
（国）
21,927
27%

製造業
13.9％

その他
10.9％

建設業
9.5％

卸売業
1.7％

理美容業
3.8％

サービス業
11.6％

貨物運輸業
0.7％

旅客運輸業
1.7％ 娯楽業

0.6％

小売業
16.8％

飲食業
26.3％

宿泊業
2.5％

設備投資・
販路開拓支援
12,005
15%

雇用関連支援
3,063
4%

その他
7,816
10%

コロナ対策事業
（市町）
11,742
15％

コロナ対策事業
（県）
15,446
19％

79,722
件

78,004
件

※業種別については、データの一部に業種が登録されて
　いないものもあるため、全体件数とは一致しない。

※2021年７月より、コロナ対策事業については、
　国、県、市町ごとに相談区分を集約

相談件数

相談内容（内訳） 業種別相談受付状況

の
事
業
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
を
グ
ル
ー

プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
聞
き
取
り
、
商

品
改
良
に
活
か
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

の
。モ
ニ
タ
ー
か
ら
出
た
意
見
を
も
と
に
、

専
門
家
が
分
析
し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま

す
。
今
年
度
は
３
回
に
分
け
て
行
い
、
既

に
第
１
回
は
６
月
17
日
㈮
に
実
施
済
み

で
、
今
回
は
第
２
回
に
７
事
業
者
、
第
３

回
に
９
事
業
者
か
ら
冷
凍
食
品
、調
味
料
、

雑
穀
米
、
和
菓
子
等
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

よ
り
、
第
２
回
に
８
商
品
、
第
３
回
に
11

商
品
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
広
島

市
在
住
の
20
～
60
歳
代
の
消
費
者
、
専
門

家
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
、
延
べ
41
名
が
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
参
加
し
、
モ
ニ
タ
ー
に
は
事
業
者
か

ら
事
前
に
提
供
が
あ
っ
た
商
品
の
情
報
を

説
明
し
、
商
品
の
試
食
と
評
価
を
行
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

具
体
的
な
評
価
項
目
は
、「
食

感
・
舌
触
り
」
「
食
べ
や
す
さ
」

「
風
味
・
香
り
」
「
デ
ザ
イ
ン
」

「
使
い
や
す
い
さ
」
「
ネ
ー
ミ
ン

グ
」
「
価
格
」
の
８
項
目
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
の

中
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行

わ
れ
、一
般
消
費
者
の
モ
ニ
タ
ー

か
ら
は
「
お
弁
当
に
も
使
え
そ

う
」、「
お
土
産
用
な
ら
瓶
入
り

に
し
て
高
級
感
を
出
し
て
ほ
し

い
」、「
希
釈
倍
率
を
一
目
で
分

か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
利
用
シ
ー
ン
を
意
識
し
た
使

い
や
す
さ
や
価
格
帯
な
ど
消
費

者
視
点
の
率
直
な
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
い

た
だ
い
た
意
見
は
レ
ポ
ー
ト
に

ま
と
め
、
各
事
業
者
と
所
属
商

工
会
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
今
後
は
商

工
会
に
よ
る
伴
走
支
援
に
よ
っ
て
商
品
改

良
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
本
事
業
に
参
加
さ
れ
た
事
業

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
第

１
回
並
び
に
第
２
回
に
参
加
さ
れ
た
全
員

が
「
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」
「
参
考
に

な
っ
た
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

今
後
改
良
を
検
討
し
て
い
る
点
と
し
て

「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
最
も
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。（
第
３
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
は
集
計
中
で
す
。）

さ
ら
に
、広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
参
加
さ
れ
た

事
業
者
を
対
象
と
し
た
商
品
改
良
に
係
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
特
産
品
等
開
発

支
援
事
業
及
び
、
商
談
会
も
実
施
予
定
で

あ
り
、
引
き
続
き
、
事
業
者
の
特
産
品
販

路
開
拓
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

モニターのみなさんは、一つひとつの商品を丁寧に評価し意見交換を
行いました
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シルバーに任せんさい！！

お仕事のご依頼は任せて安心
シルバー人材センターへ

人手が足らない、ちょっとした事を頼みたい！
臨時・短期はもちろんお任せ下さい。
広島県内に 13，505人の会員がいます。（R4.2月末現在）

お仕事のご依頼は任せて安心
シルバー人材センターへ

人手が足らない、ちょっとした事を頼みたい！
臨時・短期はもちろんお任せ下さい。
広島県内に

公益社団法人 広島県シルバー人材センター連合会

TEL082-502-0468
広島県シルバー連合会 検索

FAX 082-502-0478

１
．
現
状
と
課
題
の
抽
出

白
バ
ラ
牛
乳
モ
ー
モ
ー
乳
食

小
田
社

長
が
相
談
に
来
ら
れ
た
の
は
平
成
30
年
７

月
で
し
た
。
広
島
市
安
佐
北
区
で
鳥
取
県

の
大
山
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
白
バ
ラ
牛
乳
の

宅
配
事
業
を
営
ん
で
い
る
が
、
顧
客
の
牛

乳
離
れ
に
よ
り
、
売
上
が
毎
年
減
少
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
た
め
、
牛
乳
宅
配
事
業

の
限
界
を
感
じ
て
い
る
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い
と
商
工
会
に

来
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
店
舗
周
辺
の
市
場
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
市
場
規
模
・
安
定
性
・
富

裕
度
・
年
代
構
成
や
購
買
力
な
ど
を
分
析

す
る
と
、
市
場
規
模
や
富
裕
度
は
評
価
が

高
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
総
合
評
価
も
高
い
と

い
う
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
全

国
平
均
と
比
較
し
て
進
行
は
緩
や
か
で
、

40
～
60
代
の
層
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
店
舗
近
隣
に
は
多
く
の
新

築
住
宅
が
建
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
20
～
30

代
の
若
い
世
代
の
流
入
が
期
待
で
き
る
こ

と
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

２
．
店
舗
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
店
舗
改
装

小
田
社
長
か
ら
相
談
を
い
た
だ
い
て
半

年
後
の
平
成
31
年
１
月
に
、「
広
島
県
初

白
バ
ラ
牛
乳
専
門
店
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
店
舗
に
は
、
50
種
類
の
商
品
を
並

べ
、
内
装
は
牛
の
柄
を
基
調
と
し
た
か
わ

い
ら
し
い
店
内
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し
て
１
ヶ
月
経
過
し
た

こ
ろ
、
小
田
社
長
か
ら
お
店
に
お
客
が
来

な
い
と
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

３
．
新
商
品
の
開
発
と
広
報
支
援

先
輩
指
導
員
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
商
品
点
数
が
多
い
だ
け
で
は
ほ
と
ん
ど

差
別
化
に
な
ら
な
い
。﹃
こ
れ
っ
﹄
っ
て

い
う
目
玉
商
品
を
一
つ
作
っ
て
も
う
一
度

Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
？
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
い
ま
し
た
。
小
田
社
長
と
ど
ん
な

商
品
が
良
い
か
を
一
緒
に
考
え
た
結
果
、

白
バ
ラ
牛
乳
を
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
作
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
モ
ー
モ
ー

ソ
フ
ト
販
売
開
始
後
す
ぐ
に
、
メ
デ
ィ
ア

に
向
け
た
広
報
支
援
で
あ
る
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
一
気
に

周
知
さ
れ
、来
店
客
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

４
．
支
援
の
成
果

テ
レ
ビ
放
送
に
よ
る
反
響
は
大
き
く
、

放
送
後
は
、
来
店
客
数
が
放
送
前
と
比
較

し
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
店

舗
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
活
用
し
て
い
た
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
情
報
発
信
に
よ
り
、
当

初
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
か
ら
10
倍
以
上
増
加

し
ま
し
た
。

５
．
小
田
社
長
か
ら
の
声

「
宅
配
顧
客
が
減
り
、
売
上
が
減
少
し

て
い
た
時
に
、
店
舗
オ
ー
プ
ン
の
相
談
に

乗
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
な
っ
て
悩
み

考
え
て
も
ら
え
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
市
場
調
査
や
金
融
支
援
、
商

品
開
発
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

き
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
り
ま
し
た
。」

と
感
謝
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

白
バ
ラ
牛
乳
専
門
店
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た

販
路
開
拓
支
援

支
援
テ
ー
マ

高
陽
町
商
工
会

主
任
主
事

田
窪

尊

令
和
４
年
度
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会

最
優
秀
事
例

経
営
支
援
事
例
紹
介
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広
島
県
は
、
企
業
経
営
者
や
人
事
労
務

担
当
者
の
方
を
対
象
に
、
働
き
方
改
革
企

業
経
営
者
勉
強
会
（
全
５
回
）
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
第
１
～

３
回
の
内
容
の
一
部
を
御
紹
介
し
ま
す
。

近
年
の
企
業
経
営
に
お
い
て
重
視
さ
れ

て
い
る
パ
ー
パ
ス
経
営
の
短
期
的
な
メ

リ
ッ
ト
は
、
売
上
げ
の
増
加
と
コ
ス
ト
の

削
減
、
長
期
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
企
業
の

「
無
形
資
産
」
の
形
成
や
社
員
が
パ
ー
パ

ス
を
自
分
事
と
し
な
が
ら
働
く
こ
と
で
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
リ
ス
ク
が
下
が
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
パ
ー
パ
ス
を
描
く
際
に

は
、﹃
わ
く
わ
く
﹄
す
る
か
、
自
社
﹃
な

ら
で
は
﹄
か
、
社
員
・
顧
客
・
社
会
が
﹃
実

現
可
能
（
で
き
る
）﹄
と
思
え
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
か
を
押
さ
え
る
必
要
が
あ

り
、危
機
感
で
は
な
く
"
志
"命
感
を
も
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

︽
働
き
が
い
向
上
の
取
組
事
例
紹
介
︾

で
は
、
株
式
会
社
ミ
ク
セ
ル
の
代
表
取
締

役

島

幸
司
氏
に
、
ご
登
壇
い
た
だ

き
ま
し
た
。

リ
テ
ン
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、

従
業
員
が
長
期
間
組
織
に
留
ま
り
、
能
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
促
す
人
的
資
源
管

理
施
策
の
こ
と
。
人
材
獲
得
競
争
下
に
お

い
て
は
、
働
き
方
改
革
の
中
心
で
あ
っ
た

「
働
き
や
す
さ
」
に
加
え
て
「
働
き
が
い
」

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
材
の
定

着
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

︽
働
き
が
い
向
上
の
取
組
事
例
紹
介
︾

で
は
、
株
式
会
社
広
島
県
リ
ー
ス
タ
オ
ル

の
代
表
取
締
役

田
畑

裕
生
氏
に
ご

登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
」
は

自
分
の
熱
意
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
仕
事
に
向

か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
指
標
。

職
場
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
自
己
効
力
感

や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
な
ど
の
「
個
人
の
資

源
」と
、組
織
や
仕
事
の
強
み
で
あ
る
「
仕

事
の
資
源
」
を
増
や
す
こ
と
で
ワ
ー
ク
・

エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
こ
と
が
大

事
。
と
も
必
要
で
あ
る
。

︽
働
き
が
い
向
上
の
取
組
事
例
紹
介
︾

で
は
、
株
式
会
社
ハ
マ
ダ
の
代
表
取
締
役

社
長

濵
田

忠
彦
氏
・
総
務
部

総

務
・
人
事
課
係
長

松
村

未
来
氏
に
、

ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ぶ

働
き
方
改
革
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
！

５
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ぶ

働
き
方
改
革
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
！

５
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ぶ

働
き
方
改
革
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
！

広
島
県

働
き
方
改
革
企
業
経
営
者
勉
強
会

開
催
レ
ポ
ー
ト

【
第
１
回
】
６
月
１
日
開
催

《
基
調
講
演
》
パ
ー
パ
ス
（
志
）
の
実
践

が
「
働
き
が
い
」
向
上
を
実
現
さ
せ
る

一
橋
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
国
際
企
業

戦
略
専
攻
客
員
教
授

名
和

高
司

氏

【
第
２
回
】
７
月
13
日
開
催

《
基
調
講
演
》「
働
き
が
い
」
向
上
と
人
材

定
着
〜
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜

青
山
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授

山
本　
　

寛

氏

※
発
言
内
容
を
編
集
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

レポート詳細

【
本
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
】
広
島
県

働
き
方
改
革
推
進
・
働
く
女
性
応
援
課

℡
：
０
８
２（
５
１
３
）３
３
４
０

検
索

ヒ
ン
ト
ひ
ろ
し
ま

【
第
３
回
】
８
月
９
日
開
催

《
基
調
講
演
》ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

に
注
目
し
た
「
働
き
が
い
」
の
向
上

慶
応
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

島
津

明
人

氏
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こ
の
度
、
広
島
県

商
工
会
連
合
会
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

よ
り
商
工
会
の
事
業

内
容
を
わ
か
り
や
す

く
、
ま
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ユ
ー
ザ
ー
向

け
に
見
や
す
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
す
る
た
め
、
商
工
会
の
各
種

支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
ア
イ
コ
ン
を
用

い
た
デ
ザ
イ
ン
に
一
新
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
見
や
す
さ
を
重
視

し
、「
事
業
者
・
創
業
者
の
方
へ
」
「
商

工
会
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
へ
」
と
大
ま

か
な
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
う
こ
と
で
、
必

要
な
情
報
を
見
つ
け
や
す
い
よ
う
工
夫
、

こ
れ
ま
で
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
」
と

し
て
発
信
し
て
い
た
県
内
商
工
会
の

ニ
ュ
ー
ス
や
、
会
員
事
業
所
紹
介
に
つ
い

て
も
、「
商
工
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
に

模
様
替
え
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

県
内
商
工
会
の
最
新
情
報
に
つ
い
て
発
信

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は

「
採
用
情
報
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
、
こ

れ
は
近
年
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
雇
用
情

勢
に
鑑
み
、
よ
り
優
秀
な
商
工
会
職
員
の

確
保
を
目
的
に
、「
先
輩
職
員
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
、
実
際
に

働
い
て
い
る
職
員
の
声
を
掲
載
、
商
工
会

業
務
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
、
や
り
が

い
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
本
年
度
10
月
の
統
一
採
用
試
験

よ
り
こ
れ
ま
で
郵
送
の
み
だ
っ
た
申
込
か

ら
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
の
申
込
を

行
え
る
よ
う

に
な
り
、
よ

り
多
く
の
方

の
応
募
に
対

応
で
き
る
体

制
を
構
築
し

ま
し
た
。

今
後
も
よ

り
多
く
の

方
々
に
商
工

会
を
知
っ
て

も
ら
い
、
活

用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
情

報
発
信
を

行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ホームページのトップページ

広島県商工会連合会
ホームページ
リニューアルに
ついて




